
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 将監中学校では、平成 27 年度から「地域貢献体験活動」を継続して行っています。この活動は、「将監中

の生徒が地域の行事を支援する取組」であり、地域の皆様にも「CoCo 活（ここかつ）」という愛称で親しま

れています。 「CoCo 活」の名称は、Community （コミュニティ：地域）と Contribution （コントリビューシ

ョン：貢献）の頭文字に由来しています。また、「ここ」で暮らす人々が、「ここ」で暮らす人々のために行

う活動という意味も込められています。今では、将監地区の誇れる特色のひとつとなっています。 

 

 

 

 

     
〇活動中に、みんなの笑顔や言葉にふれることで、CoCo 活を行った自分自身もうれしくなり、相手も

喜んでくれていると感じました。CoCo 活が楽しいと心から感じられる時間になりました。 

〇少し大変に感じる場面もありましたが、小学生と声を掛け合いながら測定などを行うことができ、良

い経験となりました。また、小学生と積極的にコミュニケーションをとったり、アドバイスを送った

りすることもできました。小学生からは「ありがとう」「またね」「頑張ってね」などの声を掛けても

らい、大きなやりがいを感じました。 

〇朝、体育館に入ったときに地域の方から「おはよう」と挨拶していただいたことや、体力テストの補

助が終わった際に、小学生や先生方、地域の方々から「今日はありがとう」と感謝の言葉を掛けてい

ただいたことにより、地域に貢献できることのすばらしさやうれしさを実感することができました。

今後も、一人の中学生として、こうした活動を通じて地域に貢献していきたいと思います。 

   

 

将監中学校は、仙台市泉区 

の将監団地内にあり、1975 

年に開校しました。学区は 

将監西・将監中央・桂小学

校にまたがり、泉中央駅にも近く交通の

便が良い地域です。多様な世代が暮らす

地域で、こどもと地域の方の世代を超え

た交流が活発に行われています。 



 

 

 

今回取材したのは、小学生のスポーツテストを中学生がサポ

ートする「CoCo 活」の活動です。 

スーパーバイザーの大槻さんは、「小学生時代に支えられたこ

どもたちが、中学生になって今度は誰かの力になりたいと参加

してくれることが、この活動のすばらしさです」と語ります。

また、「地域では、未就園児から高齢者までがボランティア活動

の中で関われる場を設け、世代を超えたつながりを大切にして

います。「ありがとう」「楽しかったよ」という笑顔が、活動の

原動力になっている」と話してくれました。 

このような地域に根差すつながりが、こどもたちの成長を支

えていることを強く感じました。 
 

  

 

 

 

 

 将監中学校の防災・地域連携主任である橋本主幹教諭は、CoCo 活

の教育的意義やその効果について、次のように語っています。 

「CoCo 活は、こどもたちにとって、学校教育だけでは得られない

多様な経験や価値観に触れる貴重な機会となり、社会性を育むことに

つながります。特に、さまざまな場面で『ひとのため』『地域のため』

にボランティア活動を行うことで、心が『さわやかに』『豊かに』なる

と考えています。また、地域住民にとっても、こどもたちとの交流を

通じて地域への愛着が深まり、活力ある地域づくりにつながることが

期待されます。地域住民が学校と連携し、こどもたちが安心して過ご

せる環境を整えることは、いじめの未然防止にもつながると思いま

す。」 

地域に根差す CoCo 活は、こどもたちの健やかな成⾧と地域の活性

化を促す、非常に意義深い活動であると感じました。 
 

 将監中学校では、毎年度、延べ 800 人以上の生徒が CoCo 活に参加しています。地域と学校が手を取り合

い、「幼い頃に中学生と触れ合った園児・児童が、成長して今度は支える側として活躍する」という温かな

循環が生まれています。こどもたちは、地域の方々からの「ありがとう」の一言に心を動かされ、活動の意

義を実感しています。こうした世代を超えたつながりが、将監中学校区に『安心・安全』な環境を育み、こ

どもたちの心を豊かにする場をつくり出しています。 

地域と学校が力を合わせ、未来を担うこどもたちの成長を支えていく。将監中学校区のかけがえのない

営みは、これからも世代を超えたつながりの中で、温かく、そして確かに続いていきます。 

 


